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婦人科領域の腫瘍マーカー測定の意義 
現時点での腫瘍マーカー検査は診察所見やほかの検査と組み合わせる事で意味のある検査

になります、腫瘍マーカー単独検診はおすすめしません 

腫瘍マーカーとは 

がん細胞だけが作り出す特別な物質を血液検査で測定できれば、簡単ながん検診が可能にな

るはずです。しかし、実際の腫瘍マーカーは、前立腺がんの PSAや絨毛性疾患の hCGなど

一部を除き、早期のがんでは正常値のことがある、がん以外の良性疾患や体質、身体の状態

によっても高値になる、という欠点があります。そのため、腫瘍マーカーだけでがんを早期

発見することは困難で、現在の腫瘍マーカーは、診断の補助、治療効果の判定、再発の経過

観察などを目的として用いられています。 

婦人科疾患に関連するおもな腫瘍マーカーとその意味 

【CA125】（基準値：35 U/mL以下） 

高値となることがある悪性疾患：卵巣がん、子宮体がん、膵がん、肺がん、癌性腹膜炎 など 

高値となることがある良性疾患・状態：子宮内膜症、子宮腺筋症、月経中の検査、妊娠、胸

水・腹水、肝硬変、人工透析中 など 

※CA125は卵巣がん（や子宮内膜症）の診断補助や治療経過の評価などに用いられますが、

卵巣がんの早期発見を目的とした検診には適していません。 

【CA19-9】（基準値：37 U/mL以下） 

高値となることがある悪性疾患：卵巣がんの一部、子宮体がん、膵がん、胆道がん、消化器が

ん、肺がん、肝がん など 

高値となることがある良性疾患・状態：子宮内膜症、良性卵巣腫瘍（特に成熟嚢胞性奇形腫）、

膵炎、糖尿病、自己免疫疾患、人工透析中 など 

【CA72-4】（基準値：6.9 U/mL以下） 

高値となることがある悪性疾患：卵巣がん、胃がん、大腸がん、膵がん、乳がん など 

良性疾患による上昇は比較的少ないとされています。 

【SCC抗原】（基準値：1.5 ng/mL以下） 

高値となることがある悪性疾患：子宮頸がん（扁平上皮がん）、卵巣がんの一部、肺扁平上皮

がん、食道がん など 

高値となることがある良性疾患・状態：湿疹・乾癬・水虫などの皮膚疾患、呼吸器疾患、人工

透析中 など 

まとめ 

腫瘍マーカーは単独でがんの有無を判断できるものではありません。結果の解釈には、症状、

診察所見、画像検査などを総合的に評価することが必要です。 


